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娘とのライン

　

　

「集団的無意識と個人的無意識
あるあると新規性
20241208」
についての会話
娘とのライン
　

　

A、集団的無意識と個人的無意識が重なっている場合
　

　

社会的無意識で判断される条件を達成してる！ という自分になりたい！
　

というのは、社会と個人が重なっているから
　

条件が、未達成でも、葛藤には、ならない
　

対立もしてないし葛藤もなく、前向き
　

　

B1、集団的無意識と個人的無意識が対立している
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条件を達成してて、でもその自分は好きじゃない、でもまわりからはよくおもわれてる！
　

これは対立してて葛藤が生まれてて、心が辛い状況
　

あとまわしにしてもいいけど、これを描写したなら後で回収しに行かなきゃいけない
やつ
　

　

C1、集団的無意識と個人的無意識が分離してるが受け入れられている
　

　

条件を達成してなくて、個人意識の自分である！
　

というのは
周りからの描写によって変わって
　

あいつは変わってるけどまあいいか、とか、やくだつこともある、となるなら
　

対立してないし葛藤もしてない
　

　

C2、集団的無意識と個人的無意識が分離してるが受け入れられてない
　

あいつは本当にダメなやつだ！
なんにもできない！
と戒められているなら
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周りを恨んだり、自分をダメだとおもったり、なんらかの攻撃性がでてくる
　

　

D、集団的無意識と個人的無意識が対立しているが無自覚
　

　

対立してて、問題が、起きてる
条件を達成してもいないが、個人的無意識もとくにない
　

ぼんやりしてるね！
　

社会的無意識に、意義を感じて取り入れたいとか、向き合いたいと思っているかどうか？
ってことかも？
　

　

○エリーの感想と質問
　

　

そんな話になるなんてびっくり！
( ゜ Q゜ )

　

　

>あいつは変わってるけどまあいいか、とか、やくだつこともある、となるなら
　

えりーこれ？
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>対立してないし葛藤もしてない
　

確かに対立も葛藤もない
　

　

○質問への娘の回答
　

　

えりーそれ
えりーはえりーがわかるようになってきて、えらい
　

　

(どっちが親かわからん！ 笑)

　

　

○エリーの質問「アーキタイプ」
　

　

つまり、アーキタイプを、キャラクター視点でみたら、社会的な期待で、
　

できてるか、できてないか、という話になる？
　

　

○アーキタイプについての会話
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娘「アーキタイプってなんだっけ？」
　

わたし「原型」
わたし「英雄、道化みたいな」
わたし「賢者とか」
　

娘「うーん」
娘「やりたいおもっててやりとげたらえいゆうだけど」
　

わたし「英雄は、大概目的持っていて、達成のためにうごいているから、主役」
　

娘「ほかはそうでもない？」
娘「たにんをまきこんでいくせいしつがあるかどうかによる？」
　

わたし「それをたすける役が賢者」
わたし「引っ掻き回すのが道化」
　

娘「どうけは、えりーとおなじ、たまにやくだつ？」
娘「けんじゃは、ときとばあいによる」
娘「みらいのえいゆうかもしれないし」
娘「じぶんを抑圧してるかもだし」
　

わたし「賢者は、基本味方だが、国のために厳しい判断もする」
わたし「えりー、アーキタイプが社会性とかんけいあるなんて、全く思ってなかった！」
　

娘「ないものはわからないね」
　

わたし「エリー、社会性ないね」
わたし「ありがとう！」
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○エリーのまとめ
　

つまり集団的無意識は、時代や地域の生活に根差した共通認識で、社会性そのもの。
　

生きていくために必要な人間関係を体現している。
　

子どものころから社会性が欠落しているエリーは、他人の期待に気づかず、自分がやり
たいことをまっすぐ選ぶ。
　

周りは、「脅威にはならんし、たまに役立つから放っておこう」とスルーする。
　

スルーされてて、パーティーですみっこにいても、仲間だとは思ってるから特に気にし
ない。
　

「社交が政治の場で、力関係を推し量っている」とはまったく気づかず、食べたいもの食
べて、音楽聞いて、個人として楽しく過ごしておしまいだ。
　

集団的無意識は社会性で、個人的無意識はアイデンティティーにつながるとは、まった
く想像してなかった！
　

キャラのブレとか、そんな表面的な話ではなかった。
　

感想 1000円で「集団的無意識と個人的無意識 20241208」読んでもらったが、ボーナス
加算して 1500円食事代をあげました。
　

エリーが苦手な部分を補ってくれるので助かる。
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